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ご存じのごとく，ANM のインパクトファクター
は今や 1 を超えました．本年 6–8 月の投稿数は前
年比で 40% 増加しています．このうち 69% は海外
からの投稿です．当初はトルコ，韓国，中国などの
アジア諸国からの投稿が主でしたが，最近は米国，
ヨーロッパ各国からの投稿が増加しつつあります．
WEB での論文ダウンロード数は月間 3,000 件を超
えています．これらの事実は，ANM が国際誌とし
ての地歩を十二分に固めたと言ってよい段階にある
ことを示しています．

ANM の国際誌として成功は，わが国の核医学研
究レベルの高さに負うところが大であると信じま
す．しかし，本誌の過去の編集方針がプラスの背景
として，大きくあるのだろうと感じます．手元に古
い ANM をお持ちの方は 1987 年 9 月の ANM 第 1

巻 1 号をご覧下さい （若い方々は、先輩の部屋・図
書館に足を運んで下さい）．最初から日本語が一切
排除され，タイトル，誌面にローカル誌の色彩・匂
いが感じられません．20 数年前にこの方針を打ち
出された先輩諸氏の志の高さに感服するばかりで
す．
先日，松田博史先生から ANM / 核医学の編集長

の任を引き継がせていただきました．今の波に乗っ
ていればよいのだろうと気楽にお引き受けしたもの
の，これらの事柄を考えると，もう一つ大きな波に
乗らなければいけない時期に来ているのだと気付き
ます．そのためには，若い方々に優れた論文を投稿
していただくことは言うまでもないことなのです
が，それと等しく重要なのは，ベテランの方々の，
タイムリーで，辛辣であると同時に投稿者の意欲を
かき立てるような査読です．会員皆さんのご協力を
切に願います．

（絹谷　清剛）　


